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問�

　

６
月
２
日
に
地
元
新
聞

に
掲
載
さ
れ
た
遠
野
駅
舎

の
解
体
新
築
案
記
事
に
係

る
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
や

基
本
計
画
調
査
の
中
身
・

内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の

な
の
か
。

答
（
市
長
）�

　

昭
和
25
年
建
築
の
遠
野

駅
舎
は
、
築
68
年
が
経
過

し
老
朽
化
と
耐
震
性
の
問

題
か
ら
、
平
成
26
年
に
Ｊ

Ｒ
東
日
本
か
ら
駅
舎
の
解

体
と
規
模
縮
小
の
建
替
え

方
針
が
提
示
さ
れ
、
翌
年

に
は「
フ
ォ
ル
ク
ロ
ー
ロ
遠

野
」の
営
業
も
停
止
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
本
市
は

平
成
27
年
２
月
関
係
団
体

の
代
表
に
よ
る
「
遠
野
駅

舎
の
未
来
を
考
え
る
会
」

を
立
ち
上
げ
、
５
回
の
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
な

ど
、
Ｊ
Ｒ
側
と
協
議
を
続

け
て
き
た
。

　

調
査
内
容
は
、
現
駅
舎

と
同
規
模
で
駅
舎
に
併
設

す
る
集
客
施
設
に
係
る
、

①
現
況
調
査
、
②
計
画
条

件
の
整
理
・
案
の
作
成
、

③
鉄
道
支
障
調
査
、
④
概

算
工
事
費
・
概
略
工
程
算

出
、
⑤
事
業
施
行
上
の
課

題
整
理
等
の
項
目
で
あ
る
。

問�

　

合
築
に
よ
る
市
の
都
市

施
設
・
集
客
施
設
の
コ
ン

セ
プ
ト
や
イ
メ
ー
ジ
は
。

答
（
市
長
）�

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
ま

と
め
た
３
つ
の
コ
ン
セ
プ

ト
は
、「
ま
ち
の
歴
史
と

魅
力
が
詰
ま
っ
た
１
０
０

年
先
に
誇
れ
る
駅
舎
」、

「
日
常
的
な
賑
わ
い
の
あ

る
人
が
集
ま
る
場
所
」、

「
交
通
・
情
報
・
人
・
時
間

の
接
点
と
し
て
安
心
な
機

能
」
で
あ
る
。

問�

　

交
通
量
予
測
調
査
や
、

道
の
駅
・
遠
野
風
の
丘
へ

の
影
響
を
ど
の
よ
う
に
見

て
い
る
か
。

答
（
市
長
）�

　

国
交
省
の
交
通
量
調
査

に
よ
れ
ば
、
横
断
道
の
供

用
区
間
の
延
伸
に
よ
る
交

通
量
は
増
加
傾
向
で
、
全

線
開
通
に
よ
り
更
に
増
え

る
と
思
わ
れ
る
。

　

市
の
28
年
５
月
の
風
の

丘
の
交
通
量
調
査
で
は
、

施
設
に
面
し
た
国
道
２
８

３
号
の
交
通
量
が
約
40
％

減
少
し
、
全
線
開
通
に
よ

る
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

問�

　

風
の
丘
へ
の
誘
客
対
策

や
、遠
野
名
物「
ジ
ン
ギ
ス

カ
ン
」が
味
わ
え
る
屋
外
ス

ペ
ー
ス
設
置
の
可
能
性
は
。

答
（
市
長
）�

　

横
断
道
全
線
開
通
後
も

風
の
丘
は
極
め
て
重
要
な

存
在
で
あ
り
、
目
的
地
化

さ
れ
る
よ
う
機
能
充
実
を

図
っ
て
い
く
。

　

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
は
民
間

と
連
携
し
た
取
組
の
中

で
、
20
周
年
感
謝
祭
を
通

じ
て
観
光
推
進
協
議
会
の

中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

遠
野
駅
舎
の
建
替
え

基
本
計
画
調
査
の
内
容
は

釜石道全通後の
風の丘への影響
や誘客対策は

瀧本 孝一  議員
（市民クラブ）

一問一答方式

問�

　

全
国
的
に
児
童
虐
待
は

深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ

て
お
り
、
県
内
で
も
子
ど

も
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
る

と
い
っ
た
痛
ま
し
い
事
件

も
起
き
て
い
る
が
、
本
市

に
お
け
る
児
童
虐
待
の
現

状
は
。

答
（
市
長
）�

　

子
ど
も
へ
の
虐
待
は
、

身
体
的
虐
待
、
心
理
的
虐

待
、
ネ
グ
レ
ク
ト
（
育
児

放
棄
）、
性
的
虐
待
の
大

き
く
４
つ
に
分
類
さ
れ
る
。

　

県
内
３
児
童
相
談
所
の

虐
待
相
談
受
理
件
数
は
増

加
し
、
29
年
度
は
過
去
最

高
の
１
０
８
７
件
と
な
っ

て
い
る
中
で
、
本
市
の
児

童
虐
待
に
係
る
相
談
人
数

は
24
人
と
な
っ
て
い
る
。

　

児
童
虐
待
の
問
題
は
、

家
庭
環
境
、生
活
の
困
窮
、

夫
婦
関
係
の
問
題
な
ど
多

種
多
様
化
・
複
雑
化
し
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

市
で
は
、
元
気
わ
ら
す

っ
こ
セ
ン
タ
ー
の
こ
ど
も

政
策
課
内
に
家
庭
相
談

員
、
女
性
相
談
員
に
よ
る

相
談
窓
口
を
設
置
し
、
実

態
の
把
握
、
早
期
発
見
、

早
期
対
応
を
行
う
な
ど
相

談
し
や
す
い
環
境
を
整

え
、
親
身
に
な
っ
て
何
度

も
相
談
者
宅
に
足
を
運

び
、
家
庭
に
寄
り
添
っ
て

虐
待
の
解
消
に
向
け
て
奮

闘
し
て
い
る
。

問�

　

児
童
虐
待
が
疑
わ
れ
る

事
態
が
発
生
し
た
場
合
、

市
で
は
ど
の
よ
う
な
対
応

を
す
る
の
か
。

答
（
市
長
）�

　

虐
待
情
報
が
あ
っ
た
場

合
は
、
48
時
間
以
内
に
子

ど
も
の
安
否
確
認
の
た
め

自
宅
等
に
か
け
つ
け
、
子

ど
も
の
安
全
確
認
と
保
護

者
及
び
関
係
者
か
ら
の
聞

き
取
り
等
、
状
況
を
把
握

し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
ど
も
政
策

課
内
で
緊
急
度
判
定
会
議

を
行
い
、
事
態
の
危
険
度

や
緊
急
性
を
判
断
し
、
個

別
ケ
ー
ス
対
応
会
議
を
開

催
し
て
い
る
他
、
状
況
に

応
じ
て
、
岩
手
県
福
祉
総

合
相
談
セ
ン
タ
ー
等
の
関

係
機
関
・
団
体
に
よ
る
ケ

ー
ス
検
討
会
議
を
開
き
、

情
報
共
有
を
し
て
早
期
支

援
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
児
童
福
祉
法
に

基
づ
き
、
遠
野
市
要
保
護

児
童
対
策
地
域
協
議
会
を

設
置
し
、
子
育
て
に
関
わ

る
関
係
機
関
に
よ
る
情
報

交
換
を
行
い
な
が
ら
必
要

な
支
援
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
は
、
元
気
わ
ら

す
っ
こ
セ
ン
タ
ー
の
こ
ど

も
政
策
課
内
に
直
通
電
話

回
線
を
設
け
、
早
急
に
対

応
で
き
る
受
付
体
制
を
整

え
た
。

浅沼 幸雄  議員
（政和クラブ）

本
市
に
お
け
る
児
童
虐
待
の

現
状
は

児
童
虐
待
が
疑
わ
れ
る
場
合
の

対
応
は

一問一答方式

その他の質問

◦ 企業誘致と働き手の確保
について

◦ 空家の利活用について

数年先に解体・新築が見込まれる現在の遠野駅舎としし踊りの様子

市民みんなの力で
虐待の無い遠野市を

▼児童虐待防止や直通電話回線を
　お知らせするこども政策課のチラシ
　虐待を受けたと思われる子どもがいたら、
　62-0189 へ

市政を問う（文責本人） 市政を問う（文責本人）


